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隊員と 家族会
家族を

令
和
６
年
12
月
20
日
に
発
表
さ

れ
た
「
自
衛
官
の
処
遇
・
生
活
環

境
の
改
善
及
び
新
た
な
生
涯
設
計

の
確
立
に
関
す
る
基
本
方
針
」
。

第
３
回
は
、
生
活
・
勤
務
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

若
い
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
生
活
・
勤
務
環
境
の

構
築

基
本
方
針
で
は
「
自
衛
隊
と
い

う
組
織
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
向
上
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、

や
り
が
い
と
働
き
や
す
さ
の
双
方

を
向
上
し
、
自
衛
官
一
人
ひ
と
り

が
働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
環
境

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
真
に
国
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
組
織
と
す
る
た
め
に
は
、

自
衛
隊
の
組
織
文
化
そ
の
も
の
に

つ
い
て
も
、
良
い
と
こ
ろ
は
残
し

つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自
衛

隊
は
、
若
い
世
代
も
含
め
、
隊
員

一
人
ひ
と
り
が
自
己
効
力
感
を
感

じ
ら
れ
る
組
織
へ
の
変
革
を
進
め

て
い
く
」
と
し
て
「
組
織
文
化
の

改
革
」
「
営
舎
内
居
室
の
個
室
化

等
」
「
艦
艇
乗
組
員
の
生
活
・
勤

務
環
境
の
改
善
」
「
宿
舎
環
境
の

改
善
」
「
通
信
環
境
の
整
備
の
推

進
」
「
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い

基
地
・
駐
屯
地
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

改
善
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

組
織
文
化
の
改
革

「
自
衛
隊
が
現
在
顕
在
化
す
る

新
た
な
戦
い
方
に
対
応
し
て
い
く

に
当
た
っ
て
は
、
質
の
高
い
、
多

様
な
人
材
を
獲
得
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
一
般
社
会
に
お
け
る
労

働
に
対
す
る
考
え
方
が
変
化
・
多

様
化
し
、
特
に
若
い
世
代
に
お
い

て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
た
働

き
方
や
、

自
ら
の
達

成
感
や
成

長
感
と
い

っ
た
精
神

的
充
実
が

得
ら
れ
る

職
場
を
選

好
す
る
よ

う
に
な
っ

て
い
る
」

と
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
「
現
代
に
相
応
し
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
着
け
た
自

衛
官
を
養
成
し
、
特
に
異
世
代
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
ス
キ
ル

に
焦
点
を
当
て
て
、
自
衛
隊
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
能
力
の
見

直
し
や
教
育
を
強
力
に
推
進
す
る
」
、

ま
た
「
自
衛
隊
が
組
織
と
し
て
目

指
す
方
向
を
明
文
化
し
、
心
理
的

安
全
性
や
自
衛
官
一
人
ひ
と
り
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
い
組
織

づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
し
て

「
こ
う
し
た
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
の
組
織
で
あ
る
自

衛
隊
と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許

容
し
な
い
環
境
を
構
築
し
て
い
く
」

と
し
て
い
ま
す
。

営
舎
内
居
室
の
個
室
化
等

「
曹
長
以
下
の
自
衛
官
は
、
原

則
、
営
舎
内
居
住
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
私
生
活
と
の

両
立
の
観
点
か
ら
、
営
舎
外
に
居

住
で
き
る
者
の
範
囲
を
見
直
す
。

ま
た
、
近
年
の
若
い
世
代
の
傾
向

を
踏
ま
え
、

営
舎
内
に
お

い
て
も
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー

が
配
慮
さ
れ

た
生
活
環
境

を
構
築
で
き

る
よ
う
、
営

舎
内
居
室
の

個
室
化
に
つ

い
て
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ

て
計
画
的
に

進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
早

期
完
了
を
目

指
す
。

そ
の
際
、
自
衛
隊
の
任
務
遂
行

に
当
た
っ
て
は
集
団
行
動
も
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
隊
員
一
人
ひ

と
り
の
関
係
が
希
薄
な
も
の
に
な

ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
が
基
本
的
な
集
団
行
動
に
つ

い
て
習
得
す
る
機
会
は
確
保
す
る
」

と
の
こ
と
で
す
。

艦
艇
乗
組
員
の

生
活
・
勤
務
環
境
の
改
善

「
艦
艇
の
乗
組
員
は
艦
艇
へ
の

居
住
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
艦
艇
内
の
居
住
区
は
特
に

狭
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ

れ
て
お
ら
ず
、
航
海
中
の
精
神
的

負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
新
型

艦
の
居
住
区
の
魅
力
化
や
乗
員
待

機
所
の
拡
充
な
ど
艦
艇
乗
組
員
の

生
活
・
勤
務
環
境
の
改
善
を
行
う
」

と
し
て
い
ま
す
。

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立

お
よ
び
女
性
活
躍
の
推
進

「
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、

自
衛
官
も
男
女
と
も
に
育
児
・
介

護
な
ど
の
た
め
時
間
や
異
動
に
制

約
の
あ
る
者
が
増
加
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
自
衛

官
の
勤
務
の
特
殊
性
や
社
会
全
体

に
お
け
る
保
育
に
係
る
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
に
配
慮
し
た
託
児
事

業
の
充
実
な
ど
、
自
衛
官
が
育
児
・

介
護
と
の
両
立
に
不
安
を
抱
く
こ

と
な
く
、
任
務
に
専
念
で
き
る
環

境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
女
性
の
採
用
・
登
用
を

拡
大
し
て
い
く
た
め
、
教
育
基
盤

の
整
備
や
隊
舎
な
ど
に
お
け
る
女

性
用
区
画
、
女
性
用
ト
イ
レ
や
浴

場
等
の
整
備
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
計
画
的
に
推
進
す
る
」
と
の

こ
と
で
す
。

な
お
、
そ
の
他
の
施
策
は
左
上

の
表
の
通
り
で
す
。

海
上
幕
僚
監
部
人
事
計
画
課
長
・

佐
瀬
智
之
１
等
海
佐
に
お
聞
き
し

ま
し
た
。

⒝
⒝
海
自
の
観
点
か
ら

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

今
回
の
基
本
方
針
は
、

海
自
の
勤
務
環
境
の
特

殊
性
に
も
非
常
に
配
慮

さ
れ
た
も
の
で
す
。

艦
艇
の
狭
隘
（
き
ょ

う
あ
い
）
か
つ
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
低
い
居
住
空

間
は
若
い
隊
員
が
乗
組

を
忌
避
す
る
要
因
で
し

た
が
、
新
型
艦
に
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
で

き
る
個
室
型
寝
台
が
導
入
さ
れ
る

ほ
か
、
母
港
に
停
泊
中
に
個
室
で

十
分
な
休
養
が
取
れ
る
よ
う
乗
員

待
機
所
が
拡
充
さ
れ
る
な
ど
、
居

住
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
す
。

通
信
が
届
か
な
い
こ
と
も
艦
艇
乗

組
の
忌
避
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
、
洋
上
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

一
方
、
海
上
自
衛
隊
員
の
半
数

以
上
は
陸
上
勤
務
で
あ
り
、
営
舎

内
居
室
の
完
全
個
室
化
も
重
要
で

す
。
今
後
建
て
替
え
さ
れ
る
海
自

の
隊
舎
に
は
各
室
に
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
建
て
替

え
予
定
が
な
い
隊
舎
に
お
い
て
も

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
個
室
化

に
よ
り
、
一
般
社
会
と
遜
色
の
な

い
居
住
環
境
に
な
り
ま
す
。

生
活
・
勤
務
環
境
が
改
善
さ
れ

る
こ
と
で
、
募
集
の
み
な
ら
ず
現

役
隊
員
の
離
職
防
止
に
も
大
き
な

効
果
が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

４
月
５
日
、
陸
上
自
衛
隊
第

28
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
廣

山
俊
一
１
等
陸
佐
）
教
育
隊
は

函
館
駐
屯
地
で
自
衛
官
候
補
生

課
程
入
隊
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

本
行
事
は
自
衛
官
候
補
生
の

入
隊
を
祝
う
と
と
も
に
、
自
衛

官
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
課

程
教
育
に
向
け
た
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

式
に
は
、
八
雲
町
・
田
中
智

貴
町
長
代
理
、
道
南
地
区
自
衛

官
志
願
推
進
協
議
会
・
高
橋
征

二
副
会
長
、
道
南
自
衛
隊
家
族

会
・
杉
本
幹
雄
会
長
、
函
館
地

方
隊
友
会
・
笹
森
時
太
郎
会
長
、

有
斗
高
等
学
校
・
小
高
亮
校
長
、

柏
陵
高
等
学
校
・
扇
柳
尚
英
校

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
お

よ
び
自
衛
官
候
補
生
の
家
族
が

出
席
し
、
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

候
補
生
た
ち
は
緊
張
し
た
面

持
ち
な
が
ら
も
、
自
衛
官
と
な

る
覚
悟
と
誇
り
を
持
ち
、
力
強

く
申
告
と
服
務
の
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

連
隊
長
に
よ
る
式
辞
で
は
、

祝
福
の
言
葉
に
加
え
て
「
日
々

前
進
」
「
仲
間
を
大
切
に
」
と

函 館
（北海道）

自
衛
官
候
補
生
課
程
入
隊
式

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
の
飛
躍
の
ス
タ
ー
ト

の
要
望
が
伝
え
ら
れ
、
候
補
生

た
ち
は
そ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み

ま
し
た
。

入
隊
し
た
候
補
生
20
人
は
、

こ
れ
か
ら
約
３
カ
月
間
、
さ
ま

ざ
ま
な
訓
練
や
困
難
を
乗
り
越

え
な
が
ら
、
一
人
前
の
自
衛
官

を
目
指
し
て
成
長
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
第
１
師
団
（
師

団
長
・
鳥
海
誠
司
陸
将
）
で
は

こ
の
春
、
新
た
に
採
用
さ
れ
た

自
衛
官
候
補
生
の
入
隊
式
が
、

第
１
普
通
科
連
隊
（
練
馬
）

第
32
普
通
科
連
隊
（
大
宮
）

第
34
普
通
科
連
隊
（
板
妻
）

の
各
部
隊
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

４
月
５
日
に
実
施
さ
れ

た
各
入
隊
式
に
は
、
18
歳

か
ら
32
歳
ま
で
の
約
１
５

０
人
の
候
補
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

式
で
は
、
新
た
に
入
隊

し
た
候
補
生
た
ち
が
整
列

し
、
号
令
に
従
っ
て
規
律

正
し
く
動
作
す
る
姿
に
、
ご
家

族
の
多
く
が
感
激
し
、
誇
ら
し

げ
に
見
守
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
真
新
し
い
制
服
に
身
を

包
ん
だ
子
供
た
ち
の
姿
を
写
真

に
収
め
る
、
ご
家
族
の
笑
顔
が

会
場
を
温
か
く
包
み
ま
し
た
。

新
隊
員
た
ち
は
こ
の
日
、
平

和
と
独
立
を
守
る
と
い
う
強
い

覚
悟
を
胸
に
「
服
務
の
宣
誓
」

に
臨
み
ま
し
た
。
「
専
心
自
衛

官
と
し
て
必
要
な
知
識
お
よ
び

技
能
の
修
得
に
励
む
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
す
る

姿
に
は
、
彼
ら
の
真
剣
な
思
い

と
責
任
感
が
に
じ
ん
で
お
り
、

宣
誓
後
の
表
情
に
は
自
衛
官
と

し
て
の
自
覚
と
使
命
感
が
見
て

取
れ
ま
し
た
。

式
後
に
は
「
今
日
こ
の
日
か

ら
自
衛
官
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
強
い
実
感
が
湧
き
ま
し
た
」

と
語
る
新
隊
員
の
目
に
、
強
い

意
志
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
多
く
の
家
族
や
友

人
が
駆
け
つ
け
、
カ
メ
ラ
を
手

に
晴
れ
姿
を
撮
影
す
る
姿
が
あ

ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
制
服

姿
の
わ
が
子
を
見
て
思
わ
ず
涙

ぐ
む
親
の
姿
と
、
そ
れ
に
照
れ

な
が
ら
も
笑
顔
で
応
え
る
新
隊

員
の
姿
で
す
。
「
ま
だ
子
供
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
制
服

姿
を
見
て
将
来
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
」
と
語
る
母
親
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

新
隊
員
の
一
人
は
「
令
和
元

年
の
台
風
19
号
で
洪
水
が
発
生

し
た
際
、
災
害
派
遣
で
活
動
す

る
陸
上
自
衛
官
の
姿
を
見
て
、

自
衛
官
を
志
し
ま
し
た
。
自
分

も
い
つ
か
、
災
害
派
遣
な
ど
で

活
躍
で
き
る
自
衛
官
に
な
り
た

い
で
す
」
と
、
力
強
く
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
、
候
補
生
た
ち
は
約
３

カ
月
間
の
基
礎
教
育
を
通
じ
て
、

自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識
や

技
術
を
学
び
、
体
力
づ
く
り
や

射
撃
訓
練
な
ど
に
励
み
ま
す
。

そ
の
後
、
自
衛
官
（
２
等
陸
士
）

に
任
命
さ
れ
、
全
国
の
駐
屯
地

で
専
門
教
育
を
受
け
た
の
ち
、

９
月
末
に
は
各
部
隊
へ
配
属
さ

れ
、
真
の
自
衛
官
と
し
て
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

自
衛
官
の
人
的
基
盤
強
化
∻

来賓、ご家族と共に記念撮影

４
月
８
日
、
陸
上
自
衛
隊
第

１
０
９
教
育
大
隊
（
大
隊
長
・

本
田
成
弘
２
等
陸
佐
）
は
、
第

24
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前

期
の
入
隊
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

式
に
お
い
て
本
田
大
隊
長
は

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
事
に
も

元
気
よ
く
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示
。
約
３

カ
月
に
わ
た
る
教
育
訓
練
を
通

じ
て
、
陸
曹
と
な
る
前
の
土
台

を
し
っ
か
り
と
築
い
て
も
ら
い

た
い
と
激
励
し
ま
し
た
。
ま
た

「
全
員
が
無
事
に
修
了
式
に
集

い
、
部
隊
で
胸
を
張
っ
て
活
躍

す
る
姿
を
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
候
補
生
た
ち
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

入
隊
式
で
は
、
中
部
方
面
音

楽
隊
の
協
力
に
よ
り
、
開
式
前

に
激
励
演
奏
が
行
わ
れ
、
候
補

生
た
ち
の
士
気
を
大
い
に
高
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
歌
斉
唱

で
は
、
第
22
期
課
程
を
修
了
し

た
濱
野
士
長
が
独
唱
を
務
め
、

清
ら
か
で
凛
と
し
た
歌
声
が
会

場
に
響
き
渡
り
、
厳
粛
な
雰
囲

気
を
一
層
引
き
立
て
ま
し
た
。

こ
の
日
、
入
隊
式
に
臨
ん
だ

の
は
約
３
２
０
人
の
候
補
生

（
男
性
約
２
６
０
人
、
女
性
約

60
人
）
。
真
新
し
い
紫
紺
色
の

制
服
に
身
を
包
み
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
式
典
に
参
加
し
ま
し

た
。
来
賓
、
ご
家
族
ら
が
見
守

る
中
、
代
表
者
に
よ
る
力
強
い

申
告
、
全
員
に
よ
る
宣
誓
が
行

わ
れ
、
候
補
生
た
ち
は
自
ら
の

言
葉
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

４
月
６
日
、
陸
上
自
衛
隊
第

１
１
０
教
育
大
隊
（
大
隊
長
・

廣
瀬
公
洋
２
等
陸
佐
）
は
、
桜

花
爛
漫
の
松
山
市
民
会
館
に
お

い
て
第
24
期
一
般
陸
曹
候
補
生

の
入
隊
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

新
隊
員
１
８
３
人
は
、
不
安

と
緊
張
を
抱
き
な
が
ら
も
、
多

く
の
来
賓
や
ご
家
族
に
見
守
ら

れ
る
中
、
力
強
く
服
務
の
宣
誓

を
行
い
、
そ
の
決
意
を
会
場
い

っ
ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

式
辞
で
大
隊
長
は
「
皆
が
団

結
し
、
試
練
を
乗
り
越
え
、
い

か
な
る
任
務
も
達
成
で
き
る
陸

上
自
衛
官
に
成
長
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
隊
員
代
表
の
山
口

２
等
陸
士
は
「
同
期
と
協
力
し
、

助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が

ら
、
日
々
目
標
に
立
ち
向
か
っ

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
約
３
カ
月
間
、

新
隊
員
た
ち
は
同
期
と
の
絆
を

深
め
な
が
ら
、
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
、
厳
し
い
訓
練
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

代表者による力強い申告

続
・
北
か
ら
南
ま
で
全
国
各
地
で
入
隊
・
入
校
式

大 津
（滋賀県）

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
若
き
力

約
３
２
０
人
の
候
補
生
が
決
意
を
胸
に
教
育
訓
練
へ

力強い「決意の言葉」

５
月
12
日
、
青
森
県
自
衛
隊

家
族
会
（
野
呂
和
生
会
長
）
は
、

海
上
自
衛
隊
第
２
航
空
群
を
基

幹
と
す
る
「
第
57
次
派
遣
海
賊

対
処
行
動
航
空
隊
」
の
出
国
行

事
に
出
席
し
、
同
隊
員
ら
の
見

送
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
部
隊
は
、
ア
フ
リ
カ
東

部
の
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾

に
お
い
て
、
約
５
カ
月
間
に
わ

た
り
海
賊
対
処
任
務
に
あ
た
る

た
め
に
派
遣
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
松

本
光
一
２
等
海
佐
を
司
令
と
す

る
55
人
の
隊
員
と
、
Ｐ
⒝
３
Ｃ

哨
戒
機
１
機
で
す
。
彼
ら
は
現

地
で
の
不
審
船
の
警
戒
や
情
報

収
集
活
動
を
通
じ
て
、
国
際
社

会
の
安
全
保
障
に
貢
献
し
ま
す
。

出
国
行
事
が
行
わ
れ
た
海
上

自
衛
隊
八
戸
航
空
基
地
に
は
、

赤
岩
英
明
群
司
令
を
は
じ
め
、

関
係
者
や
ご
家
族
、
来
賓
ら
約

２
４
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
町
克
士
自
衛
艦

隊
司
令
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代

読
さ
れ
「
国
際
情
勢
が
ま
す
ま

す
混
迷
を
深
め
る
中
、
一
丸
と

な
っ
て
任
務
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」

と
の
激
励
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

青
森
県
自
衛
隊
家
族
会
の
野

呂
会
長
は
、
こ
の
出
国
行
事
に

参
加
し
、
現
地
に
向
か
う
隊
員

一
人
一
人
に
対
し
、
深
い
感
謝

と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

安
全
と
任
務
達
成
を
祈
念
し
て

見
送
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
９
日
に
は
、
派

遣
隊
員
へ
の
（
公
社
）
自
衛
隊

家
族
会
か
ら
の
激
励
品
を
隊
司

令
の
松
本
２
等
海
佐
に
直
接
手

渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
長

期
に
わ
た
り
家
族
と
離
れ
て
任

務
に
あ
た
る
隊
員
へ
の
ね
ぎ
ら

い
と
応
援
の
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
松
本
２
佐
は
今
回
が

２
回
目
の
派
遣
と
な
り
ま
す
。

出
発
に
あ
た
り
、
今
回
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
「
自
他
共
栄
」
の

松本隊司令に激励品を手交

青森県

自
衛
隊
家
族
会
、
派
遣
隊
員
を
激
励

海
賊
対
処
任
務
で
ソ
マ
リ
ア
沖
へ

言
葉
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
柔
道
家
・
嘉
納
治
五
郎
の
道

徳
的
規
範
で
あ
り
「
自
己
の
完

成
を
も
っ
て
世
に
補
益
す
る
」

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。

松
本
２
佐
は
「
こ
の
派
遣
を
完

璧
に
遂
行
し
、
も
っ
て
世
界
平

和
に
貢
献
し
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

出
発
当
日
の
５
月
12
日
に
は
、

先
遣
隊
と
し
て
Ｐ
⒝
３
Ｃ
哨
戒

機
が
出
発
。
残
る
隊
員
た
ち
は

５
月
14
日
、
青
森
空
港
か
ら
民

間
機
で
ソ
マ
リ
ア
沖
の
任
務
拠

点
と
な
る
ジ
ブ
チ
共
和
国
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

青
森
県
自
衛
隊
家
族
会
は
今

後
も
引
き
続
き
、
任
務
に
臨
む

隊
員
と
そ
の
ご
家
族
を
支
え
、

安
心
し
て
任
務
に
集
中
で
き
る

よ
う
支
援
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

（
青
森
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

野
呂

和
生
）

練 馬
（東京都）

若
き
決
意
、
国
を
守
る
覚
悟
胸
に

入
隊
式
を
晴
れ
や
か
に
挙
行

４
月
12
日
、
陸
上
自
衛
隊
第

８
高
射
特
科
群
（
群
長
・
小
林

憲
治
１
等
陸
佐
）
は
、
駐
屯
地

体
育
館
に
お
い
て
「
令
和
７
年

度
自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
入

隊
式
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
近
隣
市
の
市
長
を

は
じ
め
、
地
元
家
族
会
会
長
や

各
防
衛
協
会
会
長
な
ど
多
く
の

来
賓
が
参
列
し
、
希
望
に
満
ち

た
自
衛
官
候
補
生
た
ち
の
門
出

を
温
か
く
見
守
り
ま
し
た
。

ご
家
族
の
見
守
る
中
で
行
わ

れ
た
宣
誓
で
は
、
候
補
生
の
力

強
い
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
、

そ
の
決
意
の
強
さ
が
伝
わ
る
感

動
的
な
場
面
と
な
り
ま
し
た
。

小
林
群
長
は
式
辞
の
中
で

「
教
育
で
学
ぶ
そ
れ
ぞ
れ
の
課

目
の
目
的
を
理
解
し
、
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
。
さ
ら
に
「
同
期
と
の
絆

を
大
切
に
し
、
助
け
ら
れ
る
側

か
ら
助
け
る
側
へ
と
成
長
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
、
候
補
生
た

青野原
（兵庫県）

力強く宣誓をする自衛官候補生

自
衛
官
候
補
生
課
程
入
隊
式
を
挙
行

同
期
と
と
も
に
、
目
的
を
胸
に
挑
む
第
一
歩

ち
の
成
長
と
活
躍
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
ご
家
族
を
対
象

と
し
た
営
内
居
室
な
ど
の
生
活
・

勤
務
環
境
の
見
学
と
、
隊
員
食

堂
で
の
会
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
中
は
緊
張
し
て
い
た
候
補
生

た
ち
も
、
ご
家
族
と
の
再
会
で

は
安
堵
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

候
補
生
た
ち
は
、
自
衛
官
と

し
て
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
、

仲
間
と
と
も
に
支
え
合
い
、
高

め
合
う
３
カ
月
間
の
教
育
課
程

に
向
け
て
、
確
か
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

力強く抱負を語る山口２士

松 山
（愛媛県）

第
24
期
一
般
陸
曹
候
補
生
入
隊
式

桜
花
の
下
、
新
た
な
決
意
を
胸
に

▽
１
面
に
「
内
閣
総
理
大
臣

特
別
賞
状
表
彰
式
」
の
記
事
。

多
様
な
任
務
に
携
わ
る
部
隊

の
表
彰
は
、
そ
の
専
門
性
や

献
身
、
努
力
が
国
の
安
全
と

国
際
貢
献
に
欠
か
せ
な
い
こ

と
を
改
め
て
示
し
ま
し
た
。

▽
防
衛
力
の
核
と
な
る
人
的

基
盤
の
強
化
。
人
的
防
衛
力

の
確
保
へ
Ｏ
Ｂ
か
ら
提
言
。

詳
し
く
は
１
面
・
３
面
を
。

▽
硫
黄
島
に
お
け
る
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
行
幸
啓
の
支
援

と
硫
黄
島
に
お
け
る
慰
霊
行

事
。
４
面
に
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

▽
６
面
に
自
衛
官
と
と
も
に

あ
る
即
応
予
備
自
衛
官
の
所

感
を
掲
載
。
そ
の
気
概
に
つ

い
て
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
８
面
、
埼
玉
県
家
族
会
が

県
内
で
空
自
と
は
初
と
な
る

入
間
基
地
と
の
支
援
協
定
を

締
結
。
今
後
の
展
開
に
期
待
。

海自八戸基地での出国行事

５
月
19
日
、
埼
玉
県
自
衛
隊

家
族
会
は
、
航
空
自
衛
隊
入
間

基
地
に
お
い
て
、
入
間
基
地
、

埼
玉
県
隊
友
会
、
航
空
自
衛
隊

退
職
者
団
体
「
入
間
つ
ば
さ
会
」

と
と
も
に
「
隊
員
家
族
の
支
援

に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
式
に
は
、
入
間
基

地
司
令
の
杉
山
公
俊
空
将
補
、

家
族
会
の
斎
須
勝
位
会
長
、
埼

玉
県
隊
友
会
の
大
音
師
忠
夫
事

務
局
長
、
入
間
つ
ば
さ
会
の
武

藤
茂
樹
会
長
が
出
席
し
、
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

杉
山
司
令
は
「
こ
の
協
定
は

入
間
基
地
所
属
部
隊
と
隊
員
に

と
っ
て
極
め
て
意
義
深
い
。
有

事
や
災
害
派
遣
な
ど
で
家
を
離

れ
る
隊
員
に
と
っ
て
、
留
守
家

族
を
見
守
る
支
援
者
の
存
在
は

心
強
く
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
斎
須
会
長
は
「
長

年
の
検
討
が
よ
う
や
く
実
を
結

び
、
隊
員
家
族
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
自
衛
隊
家
族
会
を
代
表
し
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
内
で
は
、
陸
上
自
衛

隊
朝
霞
・
大
宮
駐
屯
地
で
同
様

の
協
定
が
締
結
済
み
で
す
が
、

空
自
隊
員
を
対
象
と
す
る
協
定

は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
今
年

３
月
に
は
防
衛
省
で
も
全
隊
員

を
対
象
と
し
た
協
定
が
結
ば
れ

て
お
り
、
今
回
の
協
定
は
全
国

的
な
支
援
体
制
強
化
の
一
環
と

し
て
も
意
義
深
い
も
の
で
す
。

入
間
基
地
は
、
約
４
４
０
０

人
が
勤
務
す
る
空
自
最
大
規
模

の
基
地
で
あ
り
、
首
都
圏
唯
一

の
空
自
飛
行
場
を
有
し
ま
す
。

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
首
都

直
下
型
地
震
で
は
、
災
害
派
遣

拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

う
一
方
、
基
地
周
辺
で
も
最
大

震
度
６
強
の
揺
れ
が
予
測
さ
れ

て
お
り
、
隊
員
家
族
の
被
災
も

現
実
的
な
課
題
で
す
。

入
間
市
自
衛
隊
家
族
会
は
小

規
模
な
地
区
会
で
あ
り
、
単
独

で
の
対
応
は
難
し
い
も
の
の
、

隊
友
会
や
入
間
つ
ば
さ
会
な
ど

と
連
携
し
、
地
域
の
中
で
で
き

る
限
り
の
支
援
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
入
間
市
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

小
澤

和
仁
）

入間市
（埼玉県）

入
間
基
地
と
家
族
支
援
協
定
を
締
結

空
自
隊
員
家
族
の
支
援
体
制
強
化
へ

協定締結式記念写真（入間基地提供）

あいさつする
斎須会長


